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子育て支援活動の内容構造を考える
－－集団活動とケースワークの相補的活用について－－
清水 民子
Ⅰ．問題の所在と研究目的
子育ては家庭内の私事と見なされてきた。それが公的に支援されるべき事柄と認められ、施策が総
合的にとりくまれるようになって 10 年をこえた。2期にわたる「エンゼルプラン」から、「次世代育
成支援推進法」のもとでの推進計画を実行する段階に入っている。
子育て支援には、さまざまな内容が含まれる。エンゼルプランによれば、「多様な保育サービスの
整備」、「在宅の乳幼児を含めた子育て支援の充実」、「性別役割分業や企業優先」の意識の改革、「住
まいづくりやまちづくり」まで、さまざまな角度から行政の課題が掲げられている。
働く両親のための保育所保育の保障は、独自の問題領域を構成し、子育ての社会化の先端を切りひ
らいてきたといえる。1970 年代までは国の行政姿勢として、母親による家庭保育を中心とする原則
のかべは厚かった。1975 年の国際婦人年と「女性差別撤廃条約」の制定という国際的合意の後押し
と国内的には女性の労働力化を必要とする経済状況の影響を受けて、保育所保育に関する社会意識と
行政姿勢は大きく変化した。
一方、「在宅の乳幼児」の育児への対策は、戦前高かった乳幼児死亡率を下げるべく、健康管理、
栄養、疾病の知識などを母親に啓発し、教育することを中心とする施策が長く実施されてきた。その
延長上に、母子保健法による諸事業、教育の分野では、家庭科のなかで「保育」を教え（現在は男女
共修）、女子大の家政学部に「児童学」や「育児学」が置かれる（現在は、学部名も含め再編されてい
るところが多い）など、家庭の育児に焦点をあてた学習内容を女子に学ばせることがおこなわれてき
たのである。このことが、乳幼児死亡率の低減に寄与したことは認めてよいであろう。子どもの権利
の擁護にとりくんでいる国際組織、UNICEF や UNESCOは、発展途上国の女子教育（現状では、男
子の就学率よりも明らかに低い）の改善に力を入れている。これは男女差別の解消であると同時に子
どもの健康な育ち（指標は死亡率の低減）のためなのである。
しかし、現在の日本の家庭の子育てには、伝統的な母親教育の内容では解決しきれない、新たな矛
盾や困難が生じている。それらの問題の解決のためには、保育所保育や母子保健分野の専門的実践を
もふまえて再構成した支援方法を打ち出す必要がある。
本論文では、「在宅の乳幼児も含めた子育て支援」の方法的要件として、「集団活動」と「ケースワー
ク」の 2本の柱が必要であり、両者の相補的活用によって、支援の充実がはかられるという仮説を提
起し、これまでの実践体験にもとづいて論じたい。
．子育て支援活動の変容
1．母子保健事業のもとでの事例
．乳幼児健康診査とアフターケア活動をつうじて
筆者は、1960 年代に大津市の乳幼児健康診査事業に参加して精神発達部門の診断を担当するとと
もに、乳児期の発達と育児の基本過程に関する調査研究をおこなった。1970～80 年代には京都府K
保健所における 3歳児健診後の精密検診、経過観察としての発達相談に従事した。
K保健所の 3歳児健診のアフターケアとしては、スクリーニングテストで発達上の問題を見出され
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た子ども、あるいは育児上の困難を訴えた家族に対して、発達の精密検査による予後の経過観察と育
児者との相談などの個別の対応のほかに、親子が集って遊ぶ場「遊びのひろば」を月 1回開設した。
健診後のアフターケアの実施は、当時は市町村や府県によってまちまちであった。健康診査自体が
疾病や障害の早期発見がねらいとされていたので、明確な診断のつく病気や障害、とくに医療的対応
の確立しているものには、治療や訓練が方向づけられた。しかし、精神発達の遅れなど、診断のつき
にくい状態の子どもについては、①家族にまかされたまま、放置される、②育児の方法など、母親の
不安や疑問に即した助言や示唆を述べた上で、家族にまかされる、③定期的に経過観察・精密検診（発
達検査など）がおこなわれ、育児者から育児の現状についての悩みを聴き、助言する、④子どもの生
活内容の改善のために、保育所、幼稚園、通園施設など、生活と教育・訓練の場への入園所を勧める、
あるいは関係先に調整する方策が取られるなど、対応に格差があり、地域により、時代によって異なっ
ていた。
京都府とK保健所管内は、比較的積極的な障害乳幼児支援策を取っていた。筆者が出向した 1970
年代半ばには、養護学校、障害児学級の設置、保育園の障害児受け入れ、母子通園施設が整っていた。
上記の方策の中では、③と④が可能であった。しかし、④については、「障害」の診断がある程度明
確につけられること、とくに、家族がそのような処遇を受けることに納得すること、通園等の条件が
あること、施設側の対応条件（定員、当該児についての同意）があることの必要性があった。
K保健所内での「遊びのひろば」開設は、④の対策にいたるまでの待機期間を過ごす対策であった
といえる。あるいは、子どもの発達の視点でいえば、健常児と障害児の間のグレーゾーンにある子ど
もたちの経過観察の場であり、日常生活のなかで改善と予防策を試みる場であったといえる。
．遊びの活性化をめざす遊び場の提供
乳幼児健診のアフターケアが全くなされなかったり、②のレベルであったりするのは論外としても、
③のように比較的いきとどいた個別的相談体制をとっても、なお「遊び」の場の必要性が当事者には
感じられたのである。たとえば②のような方策の助言のなかには、「公園に出かけて、友だちと遊ば
せなさい」という内容が必ずといってよいほど含まれていたはずである。このような助言が効果をも
つ前提は、地域に「公園」があり、「友だち」がいるということである。
後になって、どこの地域でも共通して指摘されることだが、「公園」が身近にないので、「友だち」
が見つけられない、あるいは「公園」があっても、「友だち」はきていないから、「遊べない」という
状況が、1970 年代には進行してきていた。地域に受け皿がない以上、公共の場に受け皿をつくらな
くてはならない。それが保健所主催の「遊びのひろば」であった。
「ひろば」の開設は、だれでも参加できる場とし、市民への広報もあったので、徐々に参加者が増
え、ついには数十組にもなった。遊具を用意しただけの自由遊びではすまなくなり、保育士（保母）資
格をもつ人の参加を得て、折り紙や簡単な製作、手遊び、紙芝居や絵本の読み聞かせなど、プログラ
ムに課題活動を組み込むこととなった。
このような盛況のなかで、「遊びのひろば」の当初の目的であった、発達上、育児上の問題をかか
える家族への支援という機能を十分に果たせなくなっていると感じられた。健康に問題なく、順調に
発達しており、地域での活発な遊びの中で健全に育っていくと予想された子どもたちと親たちが、行
政や民間団体の企画するイベントを求めて集まるという状況になっていた。「公園」はあっても、人
気がなかったり、周囲から隔絶した雰囲気を感じて、なじめない、安心できないという声もあり、筆
者らが職場周辺の公園調査に入ったときも、午前 10～12 時の公園利用者 0～1組という状況が見られ
た。
その後、「公園デビュー」などの新語を目にするようになり、「公園」に子どもを連れて行って遊ば
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せることが母親たちにとっていかにストレスを感じる行為であるかという意識状況が知られるように
なった。子どもの遊びグループに出会っても、子ども同士のトラブルをうまく解決できず、わが子が
「いじめられる」不安、わが子が他児を「いじめる」不安に耐えられず、「わが家にこもっていた方
がまし」という心情に陥ることを、筆者も相談のなかで訴えられることが多かった。専門家が設定し
てくれる、受身で加わっていればよい、企画されたイベントは、彼女らにとって気楽に参加できた。
K保健所の「ひろば」も、そのような参加者の増加で、主として開催の中心的役割をになう保健婦
（保健師）は多数の親子の対応に追われ、事業のターゲットであり、個別対応の必要な問題をかかえる
親子の観察や相談活動が十分にできない状況となった。また、その親子たちは「遊びのひろば」のに
ぎわいについていけず、気おくれして場からはみだしてしまう存在になっていた。
．経過観察と平行した小グループによる遊び
その問題の解決のために、個別相談を続けている親子 5～6組を 1グループとして、別の小グルー
プ活動をおこなうこととなった。
そのセッションでは、①遊具を用いた自由遊びを比較的長時間続け、②途中から親（祖母の事例も
あった）たちは別室で人形づくりをしながら、話し合う、③親子全員で絵本、紙芝居、手遊びなどし
て終了、というプログラムであった。2週間に 1度、午前中 2時間で、5～6回を 1コースとし、保健
師 2～3名のほか、指導員（主として子どもの遊びにつきあう、非常勤）がかかわるという、強化され
た態勢で臨んだ。
プログラムのなかで重点をおいたことは、①の遊具配置で、プレイルームのなかで動ける空間を広
く取る（多動傾向の子は周期的に走り回る、おとなしい子も慣れるにつれ動きが多くなる）、段ボール
で手づくりの家（子どもが入って遊べる）など、「つもり」行動を解発しやすいものを工夫する（他に市
販品のままごと道具もこまごまと配置）、②の親たちの人形づくりは、軍手利用の簡単なもので、3～
4回のセッションで完成するようになっていた。できあがった最終回は、親子で名前をつけた人形と
遊んだ。話し合いだけに集中するよりも、手を動かしながら話すことで気分をリラックスさせて話し
やすくなることを意図した。
このセッション自体が、子どもの発達への効果を生み出したかどうかを端的に示すことはできない。
しかし、子どもの行動、隠れていた意欲、家庭環境、親の思いへの支援者の理解を深める上では非常
に有効であった。また、経過観察のために「呼び出し」を受けることを避けたがっていた親たちのわ
だかまりをやわらげ、信頼感を強め、率直に不安や相談ごとを語ってくれるようになった。
2．親たちの自発的活動としての子育てサークルの事例
江藤（1998）が参加観察した母親たちの共同運営による子育てサークルは、週 2回午前中 2時間の活
動のほとんどをカセット録音の伴奏で踊るリズム活動が占めている。その時点では、とくに専門の指
導者がいるわけではなく、初期の活動で定着した方式を受け継いでいるらしい。参加者は大きなマン
ションの住人たちが大部分で、会場はマンションの集会所を借りているということである。遊具を用
いた遊びなどに比べると、会場への持込み物品が簡便という利点があろう。
音楽に合わせて身体を動かすという活動は、心身の解放をもたらし、幼児とおとなが共に楽しむ活
動にふさわしいといえよう。プログラムをこの種の活動に限定しているのも、回数、時間ともに限ら
れており、参加者がただちに活動に加われるという点での容易さが指摘できよう。毎回 20 数組が参
加するということであるが、子どもたちは気の合うペアやサブグループができていくようである。
母親たちは、サークルのニュースを編集しており、考え方の交流はそれをつうじてなされる。この
ニュースには、すでに、このグループを卒業（子どもの幼稚園入園など）した母親たちも読者になって
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おり、子育てという目的抜きのサークルになっているともいえる。
たとえば、子育てについての話し合いというような内容であると、リーダー役、進行役に人を得な
いと難しい。また、リズム活動以外に活動のレパートリーを広げると、専門的な保育技術が必要にな
り、母親たちが「自分たちでやろう」、「自分たちでやれる」という意欲や自信がゆらぐことになりか
ねない。
イギリスのプレイグループ活動では、子どもが成長した後の先輩母親のなかからリーダーが育ち、
話し合いの進行役やさまざまな遊びのリーダー、遊具の考案などで活躍している。プレイグループに
は全国規模の連盟（Parents Playgroups Association : PPA）があり、公的資金の助成も受けている。考
案された遊具や育児用品が販売されており、運営や遊び指導のマニュアルも簡易なパンフレットとし
て何種類も出版されている。
しかし、母親仲間の小さなサークルとしてスタートした活動の参加者は、自分たちで楽しめばよく、
大きな組織や専門化した内容を求めたくないという思いもあるようである。
3．エンゼルプランによる子育て支援センター－－中核・総合・多目的施設の出現
1994 年、エンゼルプランの制定にともない、多くの地域に子育て支援センターが設置された。
例として、東京都江東区に公設民営で開設された江東区子ども家庭支援センタ （ー1999 年開設、愛
称「みずべ」）の事業内容を検討してみたい。
このセンターでは、6つの機能を構想し、空間的な配置とも対応させ、「ひろば」と名づけている。
．つどいのひろば
広いプレイルームが設置され、多種多様な遊具を配置して、自由に遊ぶことができる。基本的に母
子参加であって、子どもを預ける場ではない。職員やボランティアが同室して見守り、散らかった遊
具などをかたづけているが、直接的に子どもの相手をしたり、誘導・指示したりすることはない。子
ども同士の関係も意図的に相互活動に導入されたりすることはなく、平行遊びの状態から自然発生的
な遭遇によりかかわりが形成されていくようである。
そのなかで、スポットタイムは短時間の遊びのプログラムを提供している（リズム遊び、親子工作）。
毎月、お誕生会と季節の行事がおこなわれる。その日のプログラムは、職員とともに親たちからも
企画に参加する。
．学びあいのひろば
母親講座、子育て懇談会、悩み別グループ、年齢別グループ、講習会などさまざまな形式での学習
機会が設けられている。
．支えあいのひろば
問題をかかえて悩んでいる母親への支援は、さまざまな形態の相談活動としておこなわれる。子ど
もの発達途上で見られる、日常的な育児の悩みは、親たちが子どもの年齢や悩んでいる問題ごとにグ
ループで集まって話し合う、ピア・カウンセリング（ふれあい相談）で解決するが、障害や疾病につい
ては専門家が来て、診断や助言にあたる。電話相談も受けている。
．わかちあいのひろば
親同士の協力活動であり、センター運営への参加・役割分担である。得技を生かして、広報（たよ
りの発行、インターネットのホームページ作成など）活動に多くの母親が参加している。
「あげます」「ください」コーナーは、掲示板に貼り紙をして、子ども用品などのリサイクルをお
こなっている。
．子育てネットワーク事業
地域の保健所、児童相談所との連携にかかわる活動や地域の施設職員の研修をおこなっている。
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．ボランティア育成事業
ボランティアの募集、研修会をおこない、センターで活動するボランティアはボランティア会議を
開催して、意思疎通をはかる。
．討論－子育て支援活動における集団活動とケースワーク
1．集団活動（遊び）の意義
子育て支援活動として遊びを中心とした集団活動がとりくまれる意義は、一口にいって、「子育て
の喜びを体感し、育児者仲間と共有する」ということにあるだろう。
．居場所を見出すこと、活動に参加することが容易である
子育て支援センターの多くが広いプレイルームを設け、遊具を置いて、子どもたちに遊びの場を提
供し、見守る母親たちの期待をかきたてている。
センターという常設施設でなくとも、公民館や保健センターなどで、定期的に開催される遊び場イ
ベントには、常連参加者も多い。家庭の近隣の公園などの既設の、あるいは自然発生的な遊び場が敬
遠されて、企画されたイベントに集まってくるのだろうか。そのことをめぐっては、すでに論じた。
子どもたちにとっては、見守ってくれるおとながいれば既設の公園や路地の片隅でも遊びに夢中に
なれるだろう。野外の自然環境の方が望ましいという意見もあるだろう。
一方、母親たちにとっては、「行政」あるいは「専門家」が提供してくれる、「安心して遊べる」遊
び場への期待感、信頼感さらには依存意識が強く形成されやすくなっているのだと考えられる。母親
たちのこのような心理状態は、家庭での日常にもどってからも続く安心感と自信をもたせる効果につ
ながることも予想される。
「安心」の意味は、まず、「守られた場所」であることだ。近年、公園とその周辺の寂しい雰囲気
が子連れで集う習慣から遠のかせていることはすでに触れた。行政や専門機関の「責任」で運営され
ている遊び場ならば、安心にちがいないと人々は期待する。そして、自分が、子どもに目を配ってい
なくても、誰かが見守ってくれている「安心感」は母親の緊張を一刻発散させてくれる。
「居場所」という言葉は最近多用されているが、母親にも「ここなら安心していられる」という場
が必要なようだ。「公園デビュー」と関連して「公園ジプシー」という語も話題になったように、子
どもへのいじめや親への冷たい目を感じて、子どもを連れて公園から公園へとさまよい歩く、居心地
よい場所をなかなか見つけられない母親にとって、責任をもって企画された遊び場は、少なくとも、
いじめなどには会わないでいられる居場所なのだといえよう。
このことは、母親の子どもに対する行動の容認の範囲を変える。安心していられる場では、子ども
への禁止は少なくなる。子どもの自発的・自立的行動が多くなり、場の中の物（遊具）や人に対して、
母親を介さなくとも直接に接触し、交流する機会が多くなるのである。
「遊び場」活動の中で、プレイルームや自由遊び場面では、基本的に「母親の責任で遊ばせる」前
提で臨む所が多い。保育所・幼稚園などの「保育・指導」の枠組との区別を設けようとしているのだ
と受け取れる。しかし、公共の場における最低限のルールとマナーについての合意は、運営者側（ボ
ランティアを含め）がまず形成し、ついで利用者に伝えられなくてはならない。
同時に、多動傾向や粗暴な動きを見せる子どもが、禁止をあまり受けずに好奇心を発揮でき、寛容
に受容されるということとの両立も必要だといえよう。
以下は、初対面の 1歳児のかかわりあいの一こまである。
－－最初は戸惑っていた S君（1歳 3ヵ月）ですが、すぐに子どもたちの中へ。まずは、あいさつが
わりに、そばにいた Y君（1歳 7ヵ月）の顔を触っていました。
慌てたのは S君ママ。「ダメよ！」と止めに入ろうとすると、Y君ママが「だいじょうぶだから」
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といい、Kちゃんママからも「ねぇ、ねぇ、ちょっと見ていよう。どうするかな？」との声が上がり
ます。
Y君はじーっと S君にされるがままにしています。いつもなら、反撃に出たり、泣き叫んだりして、
すぐにママのところに助けを求めるのですが、その日はじーっと我慢の Y君なのです。
初対面だし、小柄で、まだハイハイをしている S君は、自分より小さい子に見えたのでしょうか。
一通り、触ったり、引っ張ったりしたあと、S君は、別の方にいってしまいました。（東京・家庭福
祉員・舎川たか子、2005.9.17）－－
1～2歳児のかかわりあいは、直接的に身体に働きかけることが多いので、時にはこの記録よりも
さらに暴力的な印象を与えるような行動もある。
在宅親子の子育て支援活動への参加者はこの年齢層が、最も多い。社会化の途上にある子どもが多
数集まり、相互交渉が頻繁に生じる場では、一定の規範と節度を教示していくための計画が必要であ
る。
．集団活動の活気と高揚感
専門家による母親への助言のなかで、第一のメッセージが、「友だちと遊ばせる」ことの重要性で
あった。前節でも述べたように、子どもの発達に問題をかかえているばあいも、地域の遊び場と子ど
も集団の活力と相互影響力に期待するところが大きかったのである。
プレイルームでの自由遊びでは、年齢が低いこともあって、座り込んだ周辺での遊びが多く、比較
的静かな雰囲気である。リズム活動などでは、にぎやかな雰囲気になり、音楽や手拍子のリズムと身
体の動きで、気分も高揚する。親子ともに動き、まわりの人々も同じ動きをしていることが響きあっ
て、一体感から仲間意識へと高まっていく。
また、同じ遊具を用いて、近接して遊ぶ子どもたちの間には、他児の遊び方を見たり、模倣したり
することによる新しい行動の学習、目的を共有しながら協力する活動などが見られるようになる。
このような遊びの楽しみを知ることは、母親にとっては、子どもとのかかわりや子育てに喜びを感
じることにつながり、子どもには、友だちとのふれあいを大事にする心を育てることにつながる。さ
らに、このような楽しみ方を「遊び場」活動の外にも広げ、地域での遊び場（公園など）の再生、子ど
も集団の形成に役立つことが期待される。
2．ケースワークの意義
ここでは、「ケースワーク」を「子育て問題への個別課題対応」ととらえ、前章－1 節で示したよ
うに、発達に問題をかかえている子どもについての精密検診、経過観察、相談・助言活動、医療機関
受診や治療・訓練、施設入所などの調整・紹介、関係諸機関のネットワーキング活動、育児に悩みを
かかえる育児者への相談・助言活動などを含むこととする。かつては母子保健事業としての対応に代
表されたが、現在では、次世代育成支援の諸事業によって分担されており、その統合が課題である。
ケースワーク活動の意義は、「家族の子育ての悩みによりそい、問題解決の方策を探り、実行過程
に責任をもち、希望につなぐ」ということにあるだろう。
．ケース管理で家族によりそう
ケースワーク機能をどの機関がになうかは、地域によって、事例によって異なっていた。筆者の体
験による範囲で例を挙げれば、前述のK保健所では、低出生体重児（未熟児）と 3歳児健診後の経過
観察対象児のケース管理をおこなっていた。業務にあたっていたのは保健婦（保健師）である。京都市
内のA保育園では、障害児として入園している子どもについて、担任保育者と園長、主任の手で、
保護者や諸機関との調整がおこなわれていた。各ケースについて、管轄保健所とのつながりは薄いよ
うであった。大阪府下N市の療育（通園）施設では、園の運営組織の部門として専任ケースワーカー
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が配置され、その役割を果たしていた。
ケース管理としては、まず関係資料をケースごとに保管管理し、医師、発達相談員（心理）、部外か
らの連絡や訪問記録等、すべてが集められている。対象児と家族が医療機関を受診したり、療育のた
めの入所先候補の施設や保育園を見学するときは、K保健所では、担当保健婦が同伴した。A保育園
の保育者も医療機関の定期診察に同伴し、園で委託実施していた発達検査結果と保育記録を含んだ、
ケース記録を管理していた。N療育園では、園内で診察と訓練（リハビリテーション）を受けられるの
で、記録・診断記録は一元管理されている。
ケース管理の主体があいまいであると、家族は、医療機関、療育施設、平行通園している保育園・
幼稚園などに、それぞれ対応しなければならず、それぞれに与えられる指示・助言・情報を処理しき
れず、子どもに必要な処遇についての判断や決定に迷うということになる。場合によっては、親とし
て都合のよい助言だけを受け入れ、他を無視してしまう、診断や検査を受けなくなるということも起
こる。ケースワーク機能の担い手になる機関あるいは担当者は、家族の同伴者となり、資料や情報を
整理して、家族の決断の際には、特定の意見を押しつけることなく、判断過程を助けるという役割を
果たすことになる。
このような関係の積み重ねは、信頼関係の形成を可能にするので、家族からの依存を招くことにな
る場合もあるが、家族が自主的に判断できるよう、必要な知識の確保に関心を向けさせることも課題
としておかなくてはならない。
．関係諸機関のネットワークの調整
少子化対策（エンゼルプラン、次世代育成支援推進計画等）の段階から、子どもをめぐる施策が行政
の多種の機関・団体がかかわるようになり、それらの間の連携あるいはネットワークということの必
要性が重視されるようになった。
それは計画づくりなどのグローバルな機関間の意見のとりまとめや合意を意味することもあれば、
具体的な特定のケース－－障害児の処遇や虐待事例への対応－－についての対策協議の場の設定など
を意味する場合もある。前者では合意が形成されているのに、実際場面で後者が機能しないといった
ことも現状では起こりうるのではないだろうか。どの機関が主体的に責任をもつのかということが明
確になっていなくてはならない。
筆者がK保健所で担当していたケースについて、関係者が協議したことがある。そのケースは母
親が知的障害者のシングルマザーで、彼女の子育てをどのように支援するかという課題があった。保
健所の担当者（保健婦と発達相談員）と市の保健課保健婦に加えて、子どもの保育園職員、母親の通所
している作業所の指導員、家事支援のホームヘルパー、母親の実母（別居）が一同に会した。主な論点
は、母親が自立して家庭をきりまわしていけるか（家事と子育て）、同居者（実母がその意向をもって
いるが、家庭の事情もかかえている）が必要かということであった。母親は帰宅後、子どもといっしょ
にテレビに夢中になって、食事の支度を忘れるとか、朝の支度、子どもの保育園送り、作業所への通
所も遅れがちなどの問題が起こっていて、彼女の生活管理能力は危機的ともいえた。結論的には、当
面、実母が同居して助けるという、親族内の努力によるほか、出席した公的機関の範囲では解決策を
見出せなかったのである。ネットワークが効果的に機能するということは簡単ではない。
必要な機関が網羅されるということと、中心になって調整をおこなえる人員・人材が確保されると
いうことが最大の課題であろう。
3．集団活動とケースワークの相補的活用
これまで見てきたように、家庭の「子育て」を「支援」する活動においては、集団活動とケースワー
クが 2本の柱であるといえる。
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問題をかかえた家族にカウンセリングを重ねて解決をはかるという実践も、機関によっては、ある
いは地域によっては定着し、実績を生んでいるかもしれない。
多くの家族に「子育ては楽しい」と実感してもらうために、親子の遊びやリズム活動を企画・開催
するという試みも、住民のニーズに合致し、歓迎されているかもしれない。
しかし、最初に紹介したK保健所の模索の過程で、相談活動も集団活動も必要、どちらの場も設
けて、それぞれの側面から援助するという方法にたどりついたように、「子育て支援」は 2本の柱を
立てて実践すべきだと考えられる。
エンゼルプランのもとで設置された中核的・総合的施設である江東区の支援センター・みずべが多
機能をもって運営され、プレイルームから専門家による相談活動まで備えているのを見れば、20 年
前のK保健所の模索からの結論は、その後の支援策の発展の方向を正しく示唆していたといえよう。
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Group Activity and Individual Case Work in Child Care Support Services
Tamiko SHIMIZU
The child care support service activities have been promoted since the middle of the 1990’s in Japan,
because of decreases in fertility rates. Many young mothers are suffering from great stress in their
children’s care. So, various support programs are being provided by Kindergartens, day nurseries and
child care support centers. Group play activities and individual case work are two important service
programs for mothers to lighten the burden of child care.
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